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【【【【概要概要概要概要】】】】        

 最近の企業不祥事の顕在化等を背景にＣＳＲが注目されている中、東北地域の中小製造企業の特性に合ったＣＳＲ

の考え方や適用方法等を見出し、それを地域に普及、啓蒙するとともに、実施のための方策について検討することが

重要であるとの観点から調査を行った。 

 ＣＳＲに係わる課題等をアンケート及びヒアリング調査により把握するとともに，他地域の企業も含め効果を上げて

いる成功事例の分析と問題点・施策等について調査研究を行い，東北地域の製造企業の特性に合ったＣＳＲのあり

方，推進方策について検討のうえ，今後の東北におけるＣＳＲへの取り組みの重要性と方向性について，提案を行っ

た。  

 

【【【【対象市町村対象市町村対象市町村対象市町村、、、、モデルモデルモデルモデル地域等地域等地域等地域等】】】】        

東北全域  

 

【【【【調査年度調査年度調査年度調査年度】】】】        

平成１８年度  

 

【【【【提案提案提案提案・・・・要請者要請者要請者要請者】】】】        

   

【【【【提言内容提言内容提言内容提言内容・・・・そのそのそのその後後後後のののの活動等活動等活動等活動等】】】】        

 東北地域の製造業を対象にアンケート及び現地ヒアリングにより、主に社員、取引先、地域に対する取り組みの実

態を調査し、社員の自己実現のため会社が教育面でのサポートを強化し社員のモチベーションを高めている企業、地

元大学からの要請を受け地域産業の活性化に貢献するための共同開発に取り組むなど、地域に根ざした元気な企

業が多く存在することが確認できた。 

 東北地域の産学官金民による取り組みの中で、地域に根付く思想や理念の再確認・再認識、セミナー、広報活動な

どを通じたＣＳＲに関する情報提供、活発に取り組む企業、成果を上げている企業の評価などに取り組むことが期待さ

れる。 

 東北地域のモノづくり企業である大手企業と中小企業が、相互理解を深め対等に協働することでＣＳＲの取り組み向

上や地域活性化にもつながることが期待できるため、両者の関係構築の場を設けることも併せて提案した。  

 

【【【【成果品成果品成果品成果品】】】】        

報告書  

 

【【【【調査体制調査体制調査体制調査体制】】】】        

委員会  

 



【【【【委員長委員長委員長委員長・・・・座長座長座長座長】】】】        

石田 秀輝 東北大学大学院環境科学研究科 教授  

 

【【【【事務局事務局事務局事務局】（】（】（】（IVICTIVICTIVICTIVICT はははは除除除除くくくく））））        

石井 恭子 株式会社日立総合計画研究所 主任研究員  

桑原 亜希子 株式会社日立総合計画研究所 副主任研究員  

下平 裕文 株式会社日立総合計画研究所 研究員  

石川 涼 株式会社日立総合計画研究所 研究員  

 

【【【【調査協力機関調査協力機関調査協力機関調査協力機関】】】】        

株式会社日立総合計画研究所  

 

【【【【視察先視察先視察先視察先・・・・ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング先先先先などなどなどなど】】】】        

滋賀県、愛知県  

 

【【【【委員等委員等委員等委員等】（】（】（】（分科会等分科会等分科会等分科会等はははは除除除除くくくく））））        

岡本 享二 ブレーメン・コンサルティング株式会社 代表取締役ほか  

中谷 常二 東北公益文科大学大学院 公益学研究科 助教授  

岸田 眞代 ＮＰＯ法人 パートナーシップ・サポートセンター 代表理事  

片平 洋一 東北リコー株式会社 経営管理本部 人事総務室 室長  

恵美 文雄 アイリスオーヤマ株式会社 総務部長  

小野 みゆき 株式会社日立製作所 東北支社 企画部企画グループ 部長代理  

今田 裕美 株式会社東根新電元 企画部 環境管理課  

    

【【【【特記事項特記事項特記事項特記事項】】】】       

 

【【【【区分区分区分区分】】】】        

日本自転車振興会補助事業 


